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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】  特 に フ ル タ 、 タ ン ク 、 及 び 水 槽 内 に 液 体 を 循 環 さ せ る 為 、 枢 着 デ フ レ ク
タ を 持 っ た ポ ン プ 組 立 体 で あ っ て 、

電 気 モ ー タ （ ３ ） に よ
り 作 動 さ れ 、 圧 力 室 （ ８ ） 内 に 設 置 さ れ た 遠 心 ブ レ ー ド プ ロ ペ ラ （ ７ ） と 、 上
記 出 口 （ １ ０ ） の 下 流 に 置 か れ 、 色 々 な 方 向 性 を も っ て 、 出 口 流 を 所 定 方 向 に 向 け る デ フ
レ ク タ （ １ ７ ） と を 具 備 し て な り 、

外 部 へ と 流 れ る 液 体 流 に よ っ て 発 生 さ れ る 連 続 的 ・ 自
動 的 ス イ ン グ 運 動 を 上 記 デ フ レ ク タ （ １ ７ ） に 与 え る

こ と を 特 徴 と す る ポ ン プ 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ 】  上 記 水 力 モ ー タ 手 段 （ ２ ６ － ３ ） が 上 記 出 口 （ １ ０ ） の 下 流 に 設 置 さ れ
た 軸 （ ２ ８ ） に 固 定 さ れ た 実 質 上 ラ ジ ア ル ブ レ ー ド （ ３ １ ， ３ ２ ） を も っ た 少 な く と も １
つ の 輪 (２ ６ ， ２ ７ )を 具 備 す る 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の ポ ン プ 組 立 体 。
【 請 求 項 ３ 】  上 記 水 力 モ ー タ 手 段 （ ２ ６ － ３ ） が 減 速 手 段 （ ３ ３ ， ３ ４ ） 及 び （ ３ ５
－ ３ ７ ） に よ っ て 上 記 振 動 ノ ズ ル （ １ ７ ） に 機 械 的 に 結 合 さ れ 、 連 続 回 転 か ら 振 動 へ と 運
動 を 変 換 す る 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の ポ ン プ 組 立 体 。
【 請 求 項 ４ 】  上 記 減 速 手 段 が ウ ー ム ギ ヤ （ ３ ３ ， ３ ４ ） タ イ プ の ギ ヤ ト ル ク を 有 す る
事 を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の ポ ン プ 組 立 体 。
【 請 求 項 ５ 】  上 記 振 動 ノ ズ ル （ １ ７ ） の 振 動 軸 （ ２ １ ） が 実 質 的 に プ ロ ペ ラ 軸 に 平 行 に
固 定 さ れ て い る 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の ポ ン プ 組 立 体 。
【 請 求 項 ６ 】  上 記 振 動 軸 （ ２ １ ） が 球 状 関 節 手 段 に よ っ て 出 口 室 の 底 に 接 続 さ れ て い る
事 を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の ポ ン プ 組 立 体 。
【 請 求 項 ７ 】  上 記 運 動 変 換 手 段 （ ３ ５ － ３ ７ ） が 上 記 コ グ ホ イ ー ル （ ３ ４ ） に 接 続 さ れ
、 且 つ 上 記 振 動 ノ ズ ル （ １ ７ ） の ラ ジ ア ル ガ イ ド （ ３ ６ ） の ス ロ ッ ト に 係 合 す る ク ラ ン ク
－ ス ロ ッ ト 機 構 （ ３ ５ ） を 具 備 す る 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の ポ ン プ 組 立 体 。
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電 気 モ ー タ （ ３ ） を 内 部 に 備 え て い る ケ ー シ ン グ （ ２

） と 、 入 口 （ ９ ） と 出 口 （ １ ０ ） と を 有 す る 圧 力 室 （ ８ ） と 、 上 記
上 記 ポ ン プ

上 記 ポ ン プ プ ロ ペ ラ （ ７ ） の す ぐ 下 流 に ハ ウ ジ ン グ の
内 部 に 配 置 さ れ た ア ク チ ュ エ ー タ 手 段 (２ ６ － ３ ７ )を 有 し 、 上 記 デ フ レ ク タ （ １ ７ ） が 上
記 ポ ン プ プ ロ ペ ラ （ ７ ） の 回 転 軸 と 食 い 違 っ た 軸 （ ２ １ ） の ま わ り に 振 動 す る ノ ズ ル を 具
備 し 、 上 記 ア ク チ ュ エ ー タ 手 段 が 、

為 に 、 上 記 ポ ン プ プ ロ ペ ラ （ ７ ） か
ら 外 部 へ と 流 れ る 液 体 流 に よ っ て 作 動 さ れ 、 上 記 振 動 ノ ズ ル （ １ ７ ） に 機 械 的 に 結 合 さ れ
た 水 力 モ ー タ 手 段 （ ２ ６ － ３ ２ ） を 具 備 す る
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【 請 求 項 ８ 】  上 記 運 動 変 換 手 段 （ ３ ５ － ３ ７ ） が カ ム 手 段 を 具 備 し 、 上 記 球 状 関 節 手 段
の 周 り に 垂 直 な 面 内 で 往 復 す る 振 動 を 与 え る 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の ポ ン プ 組 立
体 。
【 請 求 項 ９ 】  上 記 振 動 ノ ズ ル （ １ ７ ） と ア ク チ ュ エ ー タ 手 段 （ ２ ６ － ３ ７ ） と が 下 流 に
あ っ て 上 記 圧 力 室 （ ８ ） と 連 通 す る 出 口 室 （ １ １ ） 内 に 配 置 さ れ て い る 事 を 特 徴 と す る 請
求 項 に 記 載 の ポ ン プ 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ０ 】  上 記 出 口 室 （ １ １ ） が 外 部 流 出 口 （ １ ２ ） を 作 り 、 こ れ に 対 応 し て 上 記
振 動 ノ ズ ル （ １ ７ ） が 置 か れ て あ る 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の ポ ン プ 組 立 体 。
【 請 求 項 １ １ 】  上 記 振 動 ノ ズ ル （ １ ７ ） が 上 記 外 部 流 出 口 （ １ ２ ） と 協 働 す る よ う に 側
壁 （ １ ９ ， ２ ０ ） を 備 え 、 角 度 的 な 流 れ 端 位 置 に 応 じ て 外 部 流 を 減 ら す 事 を 特 徴 と す る 請
求 項 に 記 載 の ポ ン プ 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ２ 】  実 質 的 に ラ ジ ア ル ブ レ ー ド を 持 っ た 輪 （ ２ ６ ， ２ ７ ） が 、 ウ ォ ー ム ギ ヤ
（ ３ ３ ） を 間 に 挟 ん で 共 通 軸 （ ２ ８ ） に 取 り 付 け ら れ て い る 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記
載 の ポ ン プ 組 立 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 種 々 形 式 の 水 槽 及 び タ ン ク 用 の ポ ン プ 及 び フ ル タ に 係 り 、 特 に 枢 着 デ フ レ ク
タ を 持 っ た ポ ン プ 組 立 体 に 係 る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 砂 中 型 （ “ ｕ ｎ ｄ ｅ ｒ  ｓ ａ ｎ ｄ ” ｔ ｙ ｐ ｅ ） の タ ン ク や 水 槽 或 い は フ ル タ 上
に 取 り 付 け る 形 式 の ポ ン プ は 本 質 的 に 圧 力 室 を 具 備 し 、 電 力 で 駆 動 さ れ る ブ レ ー ド 付 き プ
ロ ペ ラ が こ こ に 置 か れ て い る 。 こ の 圧 力 室 は 出 口 と 入 口 と を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 般 に 、 出 口 の 下 流 に は 時 に は デ フ ー ザ と 間 違 っ て 呼 ば れ る が 普 通 デ フ レ ク タ と 呼 ば
れ る 装 置 が 設 け ら れ 、 こ れ が 外 部 へ 出 て 行 く 流 れ を 主 な る 方 向 ， お そ ら く は 引 き 出 し 口 或
い は 流 れ 減 殺 器 の 方 へ と 導 く の に 用 い ら れ る 。

こ の 既 知 の デ フ レ ク タ は こ れ を 入 口 の 軸 の 周 り に 枢 着 さ せ て 手 動 で
方 向 付 け す る 事 が 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 様 な ポ ン プ と デ フ レ ク タ の 組 立 体 の 欠 点 は 局 所 的 な 循 環 の 欠 如 や 不 足 に よ っ て 起 こ
る タ ン ク 内 特 定 場 所 の 液 体 の 滞 溜 現 象 に あ る 。 こ の 現 象 の 結 果 、 滞 溜 水 の 酸 化 処 理 が 不 充
分 に な っ た り 不 適 当 に な っ た り 、 或 い は 濾 過 不 足 と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 方 向 付 け 可 能 の 従 来 型 枢 着 式 デ フ レ ク タ は 、 も し 組 立 体 乃 至 は デ フ レ ク タ の 方 向 が 手 動
で 変 更 で き な け れ ば 上 記 欠 点 の 解 決 策 は 与 え な い 。 勿 論 こ の 解 決 策 は ユ ー ザ の 意 志 次 第 で
あ り 、 信 頼 性 な く 不 安 で あ る 。 更 に 、 障 害 物 が 存 在 す る 或 る 特 定 の 場 所 の 滞 溜 現 象 は 完 全
に は 除 去 出 来 ず 、 こ れ は 様 々 な 運 動 或 い は 波 動 運 動 に よ っ て の み 解 消 で き よ う 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 既 知 の ポ ン プ 組 立 体 に 関 す る 課 題 、 主 と し て 水 槽 に 関 す る 課 題 は 、 タ ン ク 内 部 で 循 環 が
固 定 的 で あ る こ と で あ り 、 こ れ は 自 然 環 境 の 典 型 的 な 変 動 性 と は 甚 だ 異 な る 。 事 実 、 公 知
の ポ ン プ 組 立 体 は 実 際 の 環 境 に 存 在 す る 流 れ を ラ ン ダ ム な 流 れ に 直 す 事 は で き な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　

【 ０ ０ ０ ８ 】
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例 え ば 、 欧 州 特 許 公 開 公 報 Ｅ Ｐ － Ａ － ０ ８
５ ７ ４ ２ ０ を 参 照 に 、

米 国 特 許 明 細 書 Ｕ Ｓ － Ａ － ４ ９ ４ ４ ４ ５ ７ か ら 、 シ ャ ワ ー ・ ヘ ッ ド の ノ ズ ル と 配 水 管 と
の 間 を 相 互 接 続 す る の に 適 し た 振 動 装 置 は 周 知 で あ り 、 該 装 置 は 一 般 に 入 口 と 出 口 と を 有
す る ハ ウ ジ ン グ を 具 備 し 、 該 ハ ウ ジ ン グ 内 の 水 流 の 流 路 に 羽 根 車 が 配 置 さ れ て い る 。 該 ノ
ズ ル は 、 振 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 ３ 組 の 歯 車 と 、 羽 根 車 の 回 転 運 動 を シ ャ ワ ー ・ ヘ ッ ド
の 往 復 運 動 へ 変 換 す る ア ー ム と 、 を 具 備 す る 減 速 ギ ヤ 装 置 を 通 し て 、 動 作 可 能 に 羽 根 車 に
接 続 さ れ て い る 。

こ の 既 知 の 装 置 は 、 特 に 年 老 い た 人 々 や 身 体 的 障 害 に 苦 し ん で い る 人 々 の 、 シ ャ ワ ー ・



【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 主 目 的 は 上 記 の 欠 点 を 克 服 或 い は 少 な く と も １ 部 解 消 す る も の で あ っ て 、 こ れ
は 本 明 細 書 冒 頭 に 記 載 の 形 式 の ポ ン プ 組 立 体 に よ り 解 決 さ れ る が 、 こ の ポ ン プ 組 立 体 は 、
外 部 か ら の ユ ー ザ に よ る 何 等 か の 介 在 も な し に 、 実 質 上 連 続 的 且 つ 自 動 的 に 入 り 口 流 の 方
向 を 変 化 す る こ と が 出 来 る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 特 に 本 発 明 の 目 的 は 液 体 流 速 に 基 づ き 入 り 口 流 の 方 向 を 変 化 す る こ と が 出 来 る ポ ン プ 組
立 体 を 提 供 す る に あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 本 発 明 の 目 的 は 滞 溜 現 象 を 少 な く し て 液 体 の 濾 過 を 改 善 で き る ポ ン プ 組 立 体 を 提
供 す る に あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 他 の 本 発 明 の 目 的 は 入 り 口 流 を し て 自 然 環 境 に よ り 近 い 条 件 を 再 現 せ し め る こ と で あ る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 特 に フ ル タ 、 タ ン ク 、 及 び 水 槽 内 に 液 体 を 循 環 さ せ る 為 、 枢 着 デ フ
レ ク タ と 組 合 わ せ た ポ ン プ 組 立 体 で あ っ て 、

電 気 モ ー タ に よ り 作 動 さ れ 、 圧 力 室 内 に 設 置
さ れ た 遠 心 ブ レ ー ド プ ロ ペ ラ 上 記 出 口 の 下 流 に 置 か れ 、 色 々 な 方 向 性 を も っ て
、 出 口 流 を 所 定 方 向 に 向 け る デ フ レ ク タ と を 具 備 し て な り 、

外 部 へ と 流 れ る 液 体 流 に よ っ て 発 生 さ れ る 連 続 的 ・ 自 動 的 ス イ ン グ 運 動 を
上 記 デ フ レ ク タ に 与 え る

ポ ン プ 組 立 体 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 好 ま し く は 、 上 記 デ フ レ ク タ は 上 記 プ ロ ペ ラ の 回 転 軸 と 違 っ た 軸 の ま わ り に 振 動 す る ノ
ズ ル に よ り 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 実 施 例 は タ ン ク 内 に 液 体 を よ り 均 一 且 つ 、 よ り 多 様 な 分 布 を な し 、 そ し て 内 部 に 滞
溜 場 所 が で き ず 停 滞 流 が 避 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 別 の 特 徴 及 び 効 果 は 次 の 詳 細 な 説 明 に て ら し 、 よ り 明 確 に な ろ う が 、 こ れ は 本
ポ ン プ 組 立 体 の 好 ま し い 実 施 形 態 で あ っ て 限 定 例 で は な い が 、 添 付 図 面 と 共 に 以 降 に 説 明
す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 面 に つ い て 説 明 す る と 、 フ ル タ 、 タ ン ク 、 水 槽 用 の ポ ン プ 組 立 体 が 一 般 に １ で 示 さ
れ 、 こ れ に は 水 密 カ バ ー ２ が あ り 、 こ の 中 に 公 知 型 の 電 動 機 ３ が あ り こ の ス テ ー タ ４ 、 ロ
ー タ ５ は 樹 脂 被 覆 さ れ る 。 ロ ー タ ５ は 軸 ６ に 固 定 さ れ 、 こ れ に 遠 心 ブ レ ー ド プ ロ ペ ラ ７ が
堅 固 に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ブ レ ー ド プ ロ ペ ラ ７ は 圧 力 室 ８ 内 に 置 か れ 、 こ の 室 は 実 質 上 、 軸 位 置 に 吸 引 ゲ ー ト 即 ち
口 ９ を 有 し 、 こ れ は フ ル タ に 接 続 さ れ る か 或 い は タ ン ク や 砂 中 に 沈 め ら れ 、 更 に 実 質 上
ラ ジ ア ル 位 置 に 出 口 ゲ ー ト 即 ち 出 口 １ ０ を 有 す る 。
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ヘ ッ ド の 手 動 の 振 動 を 避 け る と い う 主 目 的 で 、 配 水 管 に 接 続 す る よ う に 設 計 さ れ た 付 属 品
で あ る 。 さ ら に 、 こ の 既 知 の 装 置 は 、 加 圧 水 源 の 外 側 に 配 置 さ れ る と 考 え ら れ 、 そ し て 、
そ の 減 速 ギ ヤ の か な り 複 雑 な 構 造 に よ り 、 水 槽 の 不 十 分 な 酸 化 処 理 及 び 水 の 滞 留 の 上 記 課
題 を 解 決 す る 為 に 、 送 水 ポ ン プ の ハ ウ ジ ン グ 内 に 容 易 に そ し て す ぐ に 組 み 込 む こ と は で き
な い 。

ィ
電 気 モ ー タ を 内 部 に 備 え て い る ケ ー シ ン グ と

、 入 口 と 出 口 と を 有 す る 圧 力 室 と 、 上 記 上 記
ポ ン プ と 、

上 記 ポ ン プ プ ロ ペ ラ の す ぐ 下
流 に ハ ウ ジ ン グ の 内 部 に 配 置 さ れ た ア ク チ ュ エ ー タ 手 段 を 有 し 、 上 記 デ フ レ ク タ が 上 記 ポ
ン プ プ ロ ペ ラ の 回 転 軸 と 食 い 違 っ た 軸 の ま わ り に 振 動 す る ノ ズ ル を 具 備 し 、 上 記 ア ク チ ュ
エ ー タ 手 段 が 、

為 に 、 上 記 ポ ン プ プ ロ ペ ラ か ら 外 部 へ と 流 れ る 液 体 流 に よ っ て 作
動 さ れ 、 上 記 振 動 ノ ズ ル に 機 械 的 に 結 合 さ れ た 水 力 モ ー タ 手 段 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す
る

ィ

ィ



【 ０ ０ １ ９ 】
　 圧 力 室 ８ の 下 流 に 出 口 室 １ １ が あ り 、 こ れ に は ブ レ ー ド プ ロ ペ ラ ７ と 反 対 の 端 に 流 出 口
１ ２ が あ る 。 出 口 室 １ １ は 側 壁 １ ３ 、 １ ４ を 備 え 、 こ れ は 流 出 口 １ ２ に 向 か っ て 漸 次 狭 く
な り 、 更 に 流 入 口 ９ を 形 成 す る 底 面 １ ５ と 上 蓋 面 １ ６ と を 備 え る 。 流 出 口 １ ２ の 付 近 に は
デ フ レ ク タ 乃 至 は 振 動 ノ ズ ル が 置 か れ こ れ は 一 般 に 数 字 １ ７ で 示 す が こ れ は 流 れ を 所 定 方
向 に 向 け よ う と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 外 部 へ と 流 れ る 液 体 に よ り 発 生 さ れ る 連 続 的 自 動 的 振 動 を デ フ レ ク タ １
７ に 付 与 す る ア ク チ ュ エ ー タ 手 段 が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 特 に 、 デ フ レ ク タ １ ７ は 側 壁 １ ９ 、 ２ ０ 及 び 中 心 軸 ２ １ が 延 び る デ ィ ス ク １ ８ に よ り 形
成 さ れ る 振 動 ノ ズ ル で あ る 。 図 面 に お い て は こ の ノ ズ ル の 振 動 軸 ２ １ は プ ロ ペ ラ ７ の 軸 に
実 質 上 平 行 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 振 動 ノ ズ ル １ ７ の 側 壁 １ ９ 、 ２ ０ の 高 さ は 出 口 室 １ １ の 底 面 １ ５ と 上 蓋 面 １ ６ と の 間 の
最 小 距 離 よ り も や や 低 く 、 出 口 流 を 流 出 口 １ ２ へ と 案 内 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 振 動 軸 ２ １ は 中 空 で あ り 下 端 は 出 口 室 １ １ の 底 面 １ ５ の 台 座 ２ ２ に 受 け 入 れ ら れ 、 一 方
出 口 室 １ １ の 上 蓋 面 １ ６ に 作 ら れ た 連 結 部 ２ ４ の 内 部 に 作 ら れ た 台 座 ２ ３ で あ る 上 端 に 小
径 の パ イ プ ２ ５ が 接 続 さ れ 空 気 が 送 ら れ る 。 軸 ２ １ に は ス ロ ッ ト ２ ６ が 設 け ら れ 、 こ れ を
通 し て パ イ プ ２ ５ を 通 流 す る 空 気 が 振 動 ノ ズ ル １ ３ へ と 運 ば れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 好 ま し く は ア ク チ ュ エ ー タ 手 段 は プ ロ ペ ラ ７ か ら 外 部 へ の 流 れ に よ り 作 動 さ れ 、 振 動 ノ
ズ ル １ ７ に 機 械 的 に 連 結 さ れ た 水 力 モ ー タ 手 段 を 具 備 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 特 に こ の 水 力 モ ー タ 手 段 は 少 な く と も １ つ 、 好 ま し く は ２ つ の ブ レ ー ド 輪 ２ ６ 、 ２ ７ を
出 口 １ ０ の 下 流 で 端 部 支 持 体 ２ ９ 、 ３ ０ に 装 架 さ れ た 共 通 軸 ２ ８ に 固 定 し て 構 成 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 各 ブ レ ー ド 輪 ２ ６ 、 ２ ７ は 夫 々 実 質 的 に ラ ジ ア ル 方 向 の 或 い は や や 湾 曲 し た ブ レ ー ド 群
３ １ 、 ３ ２ を 有 し 、 各 々 が 接 線 方 向 の タ ー ビ ン 作 用 を 決 め る よ う 圧 力 室 ８ の 出 口 に 整 列 す
る よ う に す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 水 力 モ ー タ 手 段 は 運 動 量 減 殺 器 及 び 連 続 回 転 運 動 を 往 復 運 動 に 変 換 す る 変 換 手 段 を 経 て
機 械 的 に 振 動 ノ ズ ル １ ７ に 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 特 に 運 動 量 減 殺 手 段 は ウ ォ ー ム ギ ヤ ３ ３ と コ グ ホ イ ー ル ３ ４ 型 式 の ギ ヤ ド ラ イ ブ に よ り
構 成 す る こ と が 出 来 る 。 ウ ォ ー ム ギ ヤ ３ ３ は 各 ブ レ ー ド 輪 ２ ６ 、 ２ ７ と 共 通 軸 ２ ８ に 固 定
さ れ る が 、 コ グ ホ イ ー ル ３ ４ は 出 口 室 １ １ の 底 面 １ ５ に 据 え 付 け ら れ た 軸 ３ ５ に 装 着 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 運 動 変 換 手 段 は コ グ ホ イ ー ル ３ ４ の 偏 心 位 置 に 固 定 さ れ た ピ ン ３ ５ を 振 動 ノ ズ ル １ ７ の
デ ィ ス ク １ ８ の ラ ジ ア ル 方 向 延 長 体 ３ ７ に 形 成 さ れ た 案 内 ス ロ ッ ト ３ ６ に す べ り 係 合 さ せ
た ク ラ ン ク ・ ス ロ ッ ト 機 構 に よ り 構 成 出 来 る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 或 い は 、 こ の 運 動 変 換 手 段 は 振 動 ノ ズ ル １ ７ を 垂 直 面 に 反 復 振 動 を 生 ず る よ う 様 に し て
も よ い 。 こ の た め に は 図 示 し な い が 、 ク ラ ン ク ・ ス ロ ッ ト 機 構 に 更 に 例 え ば コ グ ホ イ ー ル
３ ４ の 上 面 を 傾 斜 面 と か に し て カ ム 手 段 を 設 け る 。 ノ ズ ル １ ７ を ２ つ の 直 交 面 で 振 動 さ せ
る よ う に す る 為 こ れ を ボ ー ル ピ ン で 底 面 １ ５ に 固 定 で き る が こ れ も 図 示 し な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 流 入 チ ャ ン ネ ル ９ に 対 応 し て 流 入 を 調 節 す る シ ャ ッ タ ３ ８ が 設 け ら れ る 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
　 動 作 に 際 し て は 圧 力 室 ８ の 流 入 チ ャ ン ネ ル ９ を 通 っ て 入 る 流 体 は ラ ジ ア ル ブ レ ー ド プ ロ
ペ ラ ７ に よ っ て 加 速 さ れ る 。 液 体 は 出 口 チ ャ ン ネ ル １ ０ を 通 っ て 圧 力 室 ８ か ら 離 れ 、 １ 部
の エ ネ ル ギ を ブ レ ー ド 付 き 輪 ２ ６ 、 ２ ７ に 伝 達 す る 。 軸 ２ ８ の 回 転 は ウ ー ム ギ ヤ ３ ３ に
よ っ て コ グ ホ イ ー ル に ３ ４ に 伝 え ら れ 、 そ し て コ グ ホ イ ー ル ３ ４ と ラ ジ ア ル 延 長 体 ３ ７ と
に よ っ て 構 成 さ れ た ク ラ ン ク ・ ス ロ ッ ト 機 構 ３ ５ に よ り ノ ズ ル １ ７ の 振 動 に 変 換 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 従 っ て ノ ズ ル １ ７ の 振 動 は ポ ン プ 組 立 体 か ら 外 部 へ の 流 れ に よ り 発 生 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ノ ズ ル １ ７ の 側 壁 １ ９ 、 ２ ０ の 前 端 と の 間 の 通 流 断 面 は 側 壁 の 終 端 位 置 に 対 応 し て 出 口
室 の 横 腹 部 分 １ ３ 、 １ ４ に よ っ て 絞 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 シ ャ ッ タ ３ ８ を 通 る 流 入 速 度 を 調 節 す る と ブ レ ー ド 付 き 輪 ２ ６ 、 ２ ７ に 伝 達 さ れ る 運 動
量 を 変 え る こ と が 出 来 、 軸 ２ １ の 周 り の ノ ズ ル １ ７ の 振 動 周 期 を 変 え る こ と が 出 来 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 １ 】
　 本 発 明 に よ る ポ ン プ 組 立 体 の 一 部 破 断 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】
　 図 １ に 示 す 装 置 の 頂 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】
　 図 １ に 示 す 装 置 の 一 部 分 解 組 立 斜 視 図 で あ る 。
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